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「Beすけっと」の
新事務所の建築の縁子です

． 
事務手絨き上、

ややこしいことが多く

苦労しておりますが

建物の方は着々と

完成に向かっています

モデル澤田隆司

撮影 介霞の人
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ー・’ ー、じてきたこと一

野崎秦伸

l)貌開まで(~79) 
私の誕生に贋していえば、私の鯵が産まれる時のミスもあり、両親は焦っていた

と思われる。すなわち、私には姉がいたが、この世を3日と見ることなく死んでい
ったのである．その2年後、生まれてきた私の首にへその緒が巻き付き、仮死状態
になるとは、何という運命の悪戯 lその結果、奇躊的に生還した．先天的な脳性麻

痺という「障害Jを待って．
籟は、 2オまでは私を病院にまわしていたようだ。でもね写真を見ると、介助は

あるといえ、小さい体、小さい足は大地を踏みしめちょこんと立っていた．

2オになると、陣害児ばっかりの幼稚閾に、バスで1時間30分かけて通ってい
た。もちろん親同伴。そこでは機能回復調練が主で、遊んだりする時間は少なかっ

たと記筐している。そんな中からでてきたのは、障害児を抱える親の交流である．

子供の方は、あまり道ぶこともなく、観や保母．先生の思惑通りに暮らしていたと

思う。親も「障害」を持つ者とつきあって2,3年余り、少しでも子供の「陣害J
を軽くすることに必死だったのかもしれない．

家の近くで友達と一緒に遊ぶこともなく、家では、諷の意図もあったのかもしれ

ないし、ぼくの知的好奇心からかもしれないが、漠字や、計算に舅味があったのを

覚えている．卒闘のとき、先生が、漢字の儡とつくりの書いた手製の木のブロック

をくれたのを覚えている。それでずっと小1、2の頃は遊んでいた。あまり活発で
もなく、引き込みがちな性格はこのころから変わっていない。その頃から． 「障害

者」でもがんばれば、 「健全者」と張り合っていける、と思わされていたのかな一

？ 

ll)養護学校片代(79"'88)
そんな中、友達（単に鎮同士が仲がいいだけという人もいたが）のほとんどが養

護学校に行く姿勢でいた。進路について諷に決定権があるのもどうかな、と思うの

だが、奇しくも79年、養護学校義務化の年に、入学したのである．
n)  - （ア）小学部時代

低学年の時はあまり覚えていないが、ちょうど母鑽が弟を出産するときと重なっ

ていたので、複数担任（注：児童生貨の人数が少ないために、こういったことが起

こる．小1のときは纏か、児童9人に対して、先生が3人だった。）の1人が家に
来て、自転車に乗る調練をしていた．体躙が悪かったこともあり、学校は休みがち

だった。学校は、上記の幼穫闘と隣で、やはり 1Jilllll半遍学。登校すると、調練と
遊戯のようなもので終わる。私の揚合はそれに加えて国謳、算蒙をしていた。私の

学年にはそのような「学習Jをする人がいなかった（ほとんどが、身体陣害と知的
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欝害の直複）ので． 一つ上の学年に混じって授業を受けることになる。だからどち

らかといえばー一つ卜の学年との方が仲が良かった．ちなみにこの頃はパギーにのつ

ていて、校内はル行器を使用していた。

中学年の時．私にとって大きな異変は．歩行器をとったことである。もちろんそ

の頃は何も使わずに歩けてうれしかった．訓紬が報われた、と本気で坦ってた．世

間1こ迷惑をかけないように教えられてきたので． 「自山」を直手に受け取った気が
した、とその当時はそんなふうに大げさには且っていなかったけど、蓋護学校の中

でも「健令者」に近い歩きj」をする人や、スポーツタイプの車いすに乗って、校内

を「暴k」している人は親、教帥、そして児童生徒の間からも•目おかれていた。

高学年になって変わったことは、父流学習と＂数の進度である。初めての父滋学

ぎ（以トー「交流」と略す）は地城の小学校の文化祭だった。はじめは1』くのは11だ
った。人きな小安を他えていった。葎かに不安は拭えなかったし．健令者の欠矧1こ
入っていくのは令も勇気がいる。交流という形態ではなく、はじめから池域の学校

1こfrっていれば、歩行は不吋能だったかもしれないが、確実に社会性は身に付いて
いたと思う。算数の方は． 6年のはじめに小学校の諫程を終了した。それからは．
つるかめ算旅人算などの私立中学の入成に出てきそうなことや、負の数、方程式

などの中学レペルのことをやっていた。私が数学に腿味を持ち始めたのはこの頃で

ある。

このような経綽を経て、中学部へ進むことになる。

TT) - （イ）中学部時代

中学部でも、私は、 「歩行,,能で学習餡力のある」応害者の「エ')-卜」として

9活躍」することになる（注：この 1文の[ Jはいささか社会に対する皮肉の滋
味がある）。毎週土曜Hは交流で．地域中学に行っていた。中学2年の時に、それ

まで養護学校に勤務していた先1がたまたまその中学に転戴することになった。私
はその先生（9)に樟れていたので．土曜日に会えるのが楽しみだった。しかしク

ラスでは、話しかけられても何を話して良いのか分からない状態で、交しくなかっ

た．クラスのr-は、興味があるのか．芯しかけてくれたのだが、その頃の私の広虞
として、やっばり 汲近になって欲しいけど、そこまで行く過程が拍い」という

のがあったと思う。今もぬIt切れてはいないが・ ・ •. 
そんなこんなで、 3年生を迎えることにななみんな「頂度」で肢体隋害と知的
悶吉の「重複lが多く、当然のように砧等部や言 「能力 lのある人は、全寮制の養

磯学校に進学していく。そんな中、今ではどちらからの働きなけか忘れたが、担仔

との話し合いで言地域の高校を受ける決点をした。そこは麻害者受験の曲例も 2例
あり｀比較的，受験Jに際してはオープンな感じを受ける。しかし，自分の中では

完壁1こ「能力社会」を肯定していて、他の「粋害名Jとは「逹う 1Jと思っていた
ことは事実だし、そういうふうに思わされていたのは悔しいなと思う。

ここまでで思うに、親にとって養護学校とは、 「綽吉」を「治疲、軽誡」しなが

ら、 l教育」を保悴してくれる場だったのではないだろうか。それは、 ［歩けるよ

うになったから濶練は必要ない 1というところから私なりに推測した。でも、私な
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ら、もし 1『障宮』は『治扱』して r軽減Jするべきだ」と屈っていたら、全国を
搾しまくってでも、岳院を併設している予校に行かせると比う。その方が筋論とし

て,,しいと思う。だったら何故、 r半分1は地城1こ残したのだろう、と思うと、不
思譲でたまらない．

幸か不幸か合格してしまった。ここから本者に健今者の什会に没ることになる．

ll)裔校訊(88~ 9 1) 
初めての健全者の世界は、とても楽しめるものではなかった。やはり 「応宮者」

＝「かわいそうな人」という自滋点を捨てきれずに、 3年間過ごしていたので楽

しむべき事も楽しさがキ減していた。

人学式の後のクラス入り、自己紹介でも、緊張してしまった。その時の担＂の補

足で． 「野崎くんは入試の成組が 3芥でした。」と言うものだから、自分もそんな

こと知らないし、予想外のことを臼われて甍いた。そこから変な関係が生まれてい

＜．私は試験前になるとが])tlされていた。そういう閲係だったのだJ

辿足や合宿などにも行ったが、あまり関係ができずに、面白くなかった。援助し

てもらっても、それだけの幽係で終わっていた。

唯一楽しかったことといえば冒クラプ括動だ。将棋部に人った。巾予での交流の

時、よく話した 2 人のメンパーと—紐に。顧問の先牛が粋吉者（もちろんCP では

ないが）で色々先牛から敦わった。

尚2で程系クラスに人り物狸は蓬しく、おもしろかったが、他はあまり興味も
なく、ただただ受験の守儲だけをしていた。数学も、分かってしまえば後はテクニ

ックの習得だけで、あまりおもしろくなかった。

甜3も理系。男41人．女 5人。いちばんの思い9りは、合唱コンクール3ト｝。男
性のhを見せつけた？感じだった（好通は女性が多い方が庄倒的に有利）。
JJ月頃から、みんな推臨入試で大学が決まっていった。よいことだが、あまり
おもしろくない。この近辺のL"立大学を目指しているのが私だけで、撫諜と思われ
ていたことだろう。
』9試験はセンターで失敗、 2次試験は結構できたが・'° o 

その翌日は卒稟式で、神戸大山身の先牛から試験の出米を聞かれ、たじろいだ。

しかも、代表として、校長から卒業証者を受け取った。見せ物的？で巖だった。そ

の後に、クラブの顧間に呼び出され。これから私自身の粋宮者としての牛き方を問

われた。私自打あまり考えていなかったし答えられなかったのだが曹自分の人牛

なのだから｀自分で決めないといけないな、と思った。まあその先生も「健令者J

の中で生きてきて、相当「ガンバリズム」が没透してる人ではあったけど。そのき9
時は頑張らないといけないと思うことさえしなかった郭分もあり。本山に流されて

嫌な気分だけを味わった高校時代だったと思う。

予想通り大学は落ちた。
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IV)臥峙代 (9H2)
初めて、行く場所がなくなった。どうすかるか。迷ったが、 1年は家にいること
なった。やっばり、応宮者が予備校に行くことを自分自身変に屈っていた。悶害者

が大学にいくための勉強をすることはおかしい気がして、習いにはhけなかった。
行ってればよかヽったなと、今にして俎う。行って人間閥係を作ればよかった。ち

なみに受験勉強はあまりせず、好きな数？のマニアックな月刊誌を日って、考えて

楽しむという Hを25 0日は紬けていた。

結果として｀どこにも行かず、神戸に受かったのだが'何かもう—っ釈然としな
い。人間囚係が希薄な 1年だった。

V)大学に入ぅて、そしていま
l大学＇といえば、イ、｀ージとして．研究．白由というものがあった。しかし．

それは飩令若の中にあるものと思っていた．私という葬害者の．「自由」とは佃か、

考えざるをfれなかった．
孟山とバスという公共交通機國に乗って通学するのは生まれて初めて．しかも、

親が付き添いで大学まで送り、家に帰り、また迎えに来るというものだった。ー言

つけ加えると．姜護学校峙代に、付き添いなしで行ったことはあるものの．それ以

外は親が付き添っていた．親の交通費も馬此にならない。

なぜ践が付いて打かなければいけなかったのだろう．ずっとこれまで視がつきっ

きりで．実は浪人中に、初めて近くの商店街に一人で行ったくらいだ。危なっかし

かったのかな．だからせいぜい世間を自mに見てきたのは4. 5年．麻校の閃もや
つばりあまり遊びに行かなかったし．ずっと規麟れ． f離れができなかった。そん
な中、大学に付き添うことも、その当貯はあまり抵抗がなかった．親の時間がつぶ

れるのはすごく気になったが．

7月くらいまでは、そういう中で講装は「汗通に」受けていた．ある夏のll、足．
れもしない l社会？」の講袈後．孵害者解放研究会のメンバーに出をかけられた．

「一度LIOXに遊びに米ませんかJ。それが私の人きな転換期となった．
私が行ったとき、彼らは「養裏や校姦務化」について議論し．，ていた。 「蓑護学校

はダメだ」という 9らが印象に残ったのを党えている．

登證学校卒業者の私としては、良い泣味でも悪い意味でもなえさせられた．養護

学校を占定されることは．私の人生を否定されるのでは、という介安がいちばん大

きかった。しかし．そうではないこと、いちばん悪いのは、特殊乎校．学級を認め

ている社会構造．能J」によって輪切りにされている敦育、朴会である、その中で芦
害者が、そして色々な人が，，ざり合って、お99．いの追いを泌め合うことが教育であ
り．仕み良い汁会である．ということを、 1週間で悟り、綜解研で活動しよう、と

思ったのだった．

その中で私H身は．鰍害当事者がメンバーにいなかったこともあり、寺ら学習は
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苔籍をあさっていた。共庄土姦や、西汗・東洋思俎なども、 H分なりにかじったっ
もりだ．そこで思ったことは． 一般学牛とのな識の迄いだった。応解研に出会って

初めて「人学で勉俄する滋味！も考えた。それは—言でいえば、私に 1 よく考える

ことJの大切さを教えてくれた。しかも私は「数学j という学問に魅かれていたの

で．論理的に考えることにあこがれる人間になった．

活動自体は、駆宮者問題を考える鮭仝者とつきあったこともなかったし、 9F安も
あ．ったが、それなりにやってきたつもりだ。毎<r2. 3名は人ってくることから、
考える人も少しはいるんだな、と思った。私も個人的なつながりで動くことが多い

が、みんなもそつなんだろう、きっと 6 その辺で応解研として何かやりたいとも思

うが、只体的なごとは、これから煮詰めていきたい。

さて．私自身り）ことだが、ふと思ったことは、 一人群らしをして91由な時間．空
間を拾ちたい、ということだった。そのために、牛まれて初めて［アルパイト（家

庭教師）」というものも経験した。最初はやっばりドキドキしたが．受け人れ先か

ら「私達のH検を応揉してくれるのなら、騎宮者であろうと誰であろうとかまわな
ぃ．］と言われ内心ホッとした。こんな事が誰のnからも発せられる社会が、騎
宮者が解放される社会への第 1歩であることは問追いないと確伝する。それが自1,9

となって｀多いときには週に 5回のかけ持ちもして、保品金のために鋤いていた．
そういう自｛，；を持たせ｀てくれたのは、応解妍で共に活勁するメンパーの一部に＂う

ところが大きい．大際何かにつけて相談していたいでも決めるのは自分山材。そ

ういうスタンスを保ちつつ．ようやくお金99貯まり、両親もII説き（これは結構大

変だったが）、最後には「味方」につけて、父親もネ動産性に連れていくようにな

った。不勁庄臣でも色々あったが、何とかマンションを見つけることができた． 9
4年夏のことである。

4活衷嵯はいい、と 3っておこう．経済的な"'で何とか工面しながらも、群らし
が帆道に乗り始めた矢先に、地困が起きたのである。年い、マンションは 渇損禎

だけで、居件可能であったが、 4月まではライフラインが機能件止していたので、

安家（全験後、 11月に新簗）の避離先にいた．実家と連絡のとれる 2週間余9ま、
六甲デイケア、神戸大学と転々として食料にありついていた。その時の菜境衛生

ほ劣悪であった。そのため私は．軸炎の ・/]cl'前までいった。
9 5年4"からは4回牛になると共に、 「Beすけっと」アルバイト戯員として
関わらせてもらった． 3年弱の学生仲問や即；；者仲間の運動を見てきて、 じ体的と
はいえないまでも何らかの形でくつついてはいたので、自立生話センター設立の趣

旨や．運営、事業H的など私なりにわかっていたつもりだ。その中で、職員が人れ
替わったりとなりに「被災地閃害者センター」の事務所があったりと、整理をつ

けるのが難しいまま何となく事務作業をやっていたというのが 9日合なところだ．

9 5年の吾れから 96年の春ぐち行なった樟害者問題連続講座「宝物を探そう」は

,,会員の持さんをはじめとして沢山の人のおかげで思ったよりも良いものにできた

ことは私自身を勇匁づけるものだった。

96年度は、；；学院に入学し、 「Beすけっと」にもあまり廣われなくなった。

⑥ 
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しかし、自分の中で、何を研究したいのかということを考えたとき．このまま数学

をやっていていいのだろうか、という疑l笥が湧いた。それと同時に、閃宮者という

杵にとらわれず、マイ Jリティの権利保際みたいな広く一般の「人権1Iごついて考
えてみたくなった。そんなこんなで．同午の5月いつばいでアルバイトをやめさせ

てもらうことになった．また、 II月頃から、大労院の勉強も単に小千先だけのよ
うな気がして、退学の決店を1llめた（現段階で手給きは人だだが）．
現在、 9699•6 月からアルパイトとして関わっていた「被災地諒害者センター！
の職員として暢いている。こちらでも地域での節害者・森鉛者の生拓支援などを1i
なっているが、粋害名・麻齢者の渦在的なニーズは多く、臣宮者としての私の職場

での位笛を巧えたとき、何を地域に残せるか．ゃ1を伝えていったらいいか、困感す
ることが多々ある．件格上、運動団体ではなく、ポランティア団体なのだが、私自

身は粋宮名の自立と解放．反芹別の視点を持ち続けたいし、それを「哀災ポランテ

ィア」として神戸にやって米て｀肉害者と関わるのが初めての多くの他の職Rやポ
ランティア、地域の人に伝えていきたい．もう少し神戸で活動した後に今までと

は追う研究活動をしてみたい～汰哲学、社会医学なんかをやってみたいと思う今U
この頃～、今の私の大きな必である。できたら 30歳を迎えるまで1こ…、

（編集汀）

この原稿は 1996年のなごろ、野崎くんがまだ fBCすけっと」でアルバイト
をしていたときに、お願いして芸いてもらったものです．—-年近く船集者の封筒の

なかで眠らせてしまっていたものを叩き起こしてここに掲載しました．

最初はタイトルも「私の 23年」だったのが． f2 4年」に急きょ変更．巾身も

部えし替え．氾加してもらいました。本当にご面倒をおかけしました。すみませ

んでした。そしでありがとう。

芦配伍ぼ匿恒匿匿匿願1回桓匝匿匿桓匿窟縮g’霞配窟g、西配西’6配窟匿ほぼ匿匿匿窟

霞

回

庄

配 忠たまた介勢者象集七とう忠ぎやるぞ！

田

団

匹

B

.. 2月卜句、寒いHが続いているというのに、ふっと妙に暖かい日が訪れる．ぼ

配 3H卜匂並みの賜気とのこと後、数週問たてばこんなに暖かくなると 西

ぽ思うと、心も体もうきうきする． 配

ぼ春といえばピラまきのシーズン． 1月15 □の成人式のピラまきは 匹

ぽ必惨だった 1寒かったし．ビラまきは春だ！昏さんご協力を！ 匝

圧窟鰯桓匿ぽ匿飼宙g‘匿阿匿窟因も面梃霞窟ぽぽ匿ぽ阿窟阿緬匿屁匿ぼ匿固匿匝窟

R 
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閲二 ←：J旦： ！」こ':三じ）点{;{；| 
事務屈

さる2月22日（土）、市立心身障害者センターにおいて、繭回に引き絞き2回
目の意見交流会を行ないましたので鶉告します。

参加者は闊害者12名、介助会員など 10名でなかなか盛況でした。 Beすけっ
との正会員ではないのですが、事務局長井奥くんが東京のビア・カンで知りあった

姫路の陣害者、中尾さん・石逓さんも参加いただき貴重な滋見で会を話発なものに

してもらえました。感鼻感朧。また、施設入居している閏害者も2名の参加で、
Beすけっとの活動が纏実に広がってきているなおという実葱を得ました。
繭回の意見交流会の流れを肇認し、今回の議題の柱は3つ、
①長田区の新事務所にできる自立生活体験室の利用方法などについて

②ビア・カウンセリングについて

③自立生話ブログラムについて

①は、前回でもごく衝単に触れたのですが、今回は建物の偏品などに躙するIヽ一

ド面、利用方法に隣するソフト面、両方にわたって貴璽な話し合いが出来たと思い

ます。特に、東京の体験室を実患に利用した陣害者が数名いて、色々とアドバイス

をもらいました。編かいことは省きますが、体験室利用の際の介助者探しに園して

だけ。 一人一人の陣害者のおかれている状況が違い、

「できるだけ自分で探し、どうしても駄目なときにBeすけっとにお願いしたい」
「Beすけっとで資任持って探してくれるなら利用したい」
と、意見は様々ですが、結局は「体麟有を利用する目的によるのではJという話に
なりました．その陣害者がどのような目的で体順室を使いたいのかを、最初の段階

でお互いに明纏にし、それぞれの目的に合うようにBeすけっと事務局としては応
援していきたいと考えます。

編かい藻分で煮詰めていく作業が必要で、今後も事務局内親で話し合っていきま

す．また、ちかじか躙西の自立生活体験室の見学にもいく予定です．

②と③に関してはまとめた形で話し合いました．ピア・カン、自立生活ブログラ

ム (Independent Living Program＝以下ILP)に属
する基本的な説明を事務局から行なった後．ピア・カンが大好きという姫路のおニ

人にその魃力をお話して頂きました。

これらは日頃閾き慣れない言葉で、とまどうのですが、萎するにビア・カンは騎

害当事者同士（ビア）によるカウンセリング、 JLPは自立生活を行なっていく上
での実践的なトレーニングと思えば、とりあえず話に入りやすいのではないでしょ

うか．

ビア・カンに國してはBeすけっと主催でこれまでに2回行なっていて、また、
ILPの真似事のようなことも震災繭に試みていました。しかし、それらの取り線
みが、 一過性のもので終わってしまっているという反省をふまえ、また、体験室の

利用ともからめて、介助者派遭と並ぶBeすけっとの活動として本慶を入れていき

R 
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たいと考えています。

序なる介助者派造ギ業ではカバーできない色々な問題を、これらの取り組みで解

決していきたいと思い、また、その思いは9E会員の間にも洩透してきたように見受
けられます。意見交流全,,おいてもそのままピア。カンで話し合うテーマになる

ような話題（蔚宮者のベース．時間管坪の問題など）が出され、 99発なやりとりで
盛り上がっていました。

店木的にこの2つの取り組みは綽宮名が＇ Jーダーになって、悴宮者を対象に行な

っていくものであるのは大椅提なのですが、阿峙1こr共に牛きる」という視点で、
介助者がどのように参加しCいけるのかについても今後只体的に研究していきたい

です。

B Cすけっとがやりやすいように、どちらからでも始めていけば良いのですが、

その坦合。 「相ずを否定せず、その存在を尊屯し、受け入れていく」というピア。

カンの茎本的な精神は 1I Pのなかにも盛り込んでいかなければならない、という

意見が印象的でした。

2回にわたって、意見交流会で話し合ってきましたが、今後は貝体的にこの2つ
の取り紺みを作る場として、継紬していきたいということで閲会になりました。

毎月、駆測第4土曜Hに集まり。みんなで品し合っていきたいと思います。正会

員はもちろんのこと、介助会員も足升ご参加ください。

-—~あんまり槻係のないエッセー 自

i ～泊まり介護の晩．ふしたこと～ 舟橋 i 
； 
己 ： 

過日、 BCすItっと代表の澪田さん宅に泊まった。その晩の介護者は、澤田さん
が君災直後に人散に涸罹していたときに知り合ったという某人ヤの＇f牛さん。すご
い久しぶりやね、と 2人でlH交をあたためていた。
&l 2時をまわって．洪田さんの介痙付け［介渡依頼）の竃話も 段落して、 3
人で色々と話し込んだ。

介護者の彼は大学でポランティアサークルに属していて、その関係もあって大似

の自立陪害者の介遅に人っているとのこと。飼と l0 0人のメンバーがいるという
サークルだが．陪’呂者の介護に入る人は 1割ちょっとでなかなかしんどいと。その
他のメンバーをなかなか巻き込めないらしい。

話をしながら考えた。まあ．もともと介證は培迅で．しんどいh為であるから当
然かもしれないが．なんとかならないか。一つには介護を受けろ当事者のがんばり

を特たねばなるまい。 方ですでに介讀に入っている私たちが、その屯委性という

か自分のこだわりを周岡に伝えられているだろうか？なんでこんなしんどいことを

紙けているのか？自分の中での思いや。障吉名を取りまく9t会的な構造その問題
点。などなど。それらを見失ったとき介嚢は本゜5にしんどいだけのfr為になってし
まい苦痛以外のなにものでもない。少なくとも私の出合はそうだ。介助会員の皆さ

んにどんどん閲いていこうと思う。 fなんで介護続けてんの？」

⑨ 
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IIFAXメールIメ炉ジ1]を知,n1ますfJI?
介助会R 松本 誠（聴覚閏害2級）

•井前は、ー、般の家駐にはぜいた＜品と思われていたFAX機も、近年徐々に
普及し始め~私たち聴笈粋吉者にも、かなり泡絡できる範囲が仏がりつつあります。

しかし、まだまだ近の普及＊は低く、現nーのFAX機9れ麗没麻，，者には仕いにくい
点も多く、健陰名の出合と比較して、まだまだ迎絡できる範囲も手段も阪られて、

それらが戦になっ.,行勁範囲が阻まれることもままあります。例えば、街中からの

辿絡は困難であるし、最近杵及している携帯霜話の類む聴覚際害者には使えない

ものです。近ごろ．公衆FAXや公衆電話からl'AXできる君子手帳などもあるよ
うですが言いずれも円滑なコミュニケーションとは程遠いもので、特に緊念時に連

絡する脩がないのは不安なものです．

今年2月から携帯FAXメール「メサージュ」の営業が始まりました。ほとん
どの方がこのメサージュをご存じないと思われるので、伯単に脱明すると FAX

を送信できる煕線機のようなもので、メサージュ同士では父信も •f能で、受／百もで
さ聴覚倅害者の緊なの連絡にとても心強いと屈われます。また、災宙時のように

回線が混線している時にも通じやすいという利点もあり、家庭や事務所などのFA
X機へ9ま送信のみですが、緊急間にはそれなりに役立つでしょう。
問坦点は、携帯電話と同じく、電波で交にするので｀多少時間を要すること、屯

波状況のあまり良くない場所では父伝が困爆なこと、そして何より、まだアンテナ

が少なく．エリアが狭いこと。しかし冒淘要が増せば次第にアンテナは増え、これ

らの問題は多少は緩和されるのではないかと以われます．

もし囚心を持たれた方は、この機全にメサージュを利用してみませんか？自宅に

FAXをお持ちでない方にもお勧めです．カップルで持つのもいいかも．といって

も自分は竜話が使えるから、 H分には必要がないから~という理由で｀健聴者の人
たちはほとんどメサージュに関心をもたれないのでは、と思われます。しかし、そ

れをはメサージュは駿覚欝害者だけの持ち物となってしまい｀普及にも限界があり

ます。綽宮者にとって相手から歩み寄ってきてくれないことにはどうすることも

できないことも多いものです。そして、陪害者は，どうしても少数派になってしま

うことを忘れてはいけないと思います。

料金は. 3月31 Hまでサービスキャンペーンで、
加入料＋パイプレーター＋バッテリーで4ガ円．

(4月lUからは4/j8000円）．
別料金として、申命手数料5800S十契約手数料2000円．
基本料金は 1ヶ月 24 0 0円＋FAX利用として300円．
通話料は普通のFAXと同じほとんど］通品］ 0円でいけろと思います．

⑲ 
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••.......•••......................... 
▼ 意見交漬会あらため • 

：ビア。カン、 ILP作ろう会讀ら賣 ： 
．．．．．．．．．．．．．．．．．▼●●▼●..●..●●●●●●.... 

みなさんこん尺ちは．本文の8ページの輯告にもあるように、第2回意見交滴会
で話し合った結果、ビア ・カン、 ILPを作っていくために具体的な作業に入って
いきます．そのための話し合いの場です。ご参加を！

冒3月228(t) 1骨～4紆芋 ／ 0 

,9F庫立心99害者、星センクイにて ← 
るg

屯訂咄.l
一三

和＆l、t
&tt心 7R
油も

“•編鑽襲闘••“““““`““‘““““●またまた文字だらけのニュースになってしまった．芸がないので、こうなる・ • 
●イ ラストが播ける人どこかにいませんか～？編集を手伝つてほしいよ～． ． 

●ワープロ打ちでも、原稿書きでも、インタビューでも、何でもお仕事あるよ..

●今年のニュースの目榎I馘んで楽しいものにする． ． 

● 月に1回出す．ほんまかいな． ． 

●閑話休題．先日、この忙しいのに事務局長のお許しをいただいて、神戸学生・ ・

●青年センターという団体の 「森林連縞欝座」なるものに参加してきた．林業の●

●実践的なお勉強で書氷上軍市島町の山に檜の苗を櫨えてきた．材木になるまで●

●40~50年位かかるそうだ。 山や崖のことを何にも知らないことを知った． ．
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